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12km完歩目指し出発！

　10月15日（日）、村内外から50人が参加しr村

民健康ウォーク・ミオンウォーク」が行われ

ました。参加者は、秋の草花や紅葉の始まっ

た回りの景色を眺めながら、ミオンなかさと

から堀之内・宮中の林道を回ってくる12kmの

コースを3時間ほどで全員完歩しました。
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中里村職具給与を．
　　　　　　お知らせします

中里村職員の給与等を村民の皆さんに知っていただくために、

その内容について公表します。

（1）人件費の状況（普通会計決算） （単位：千円）

、韓鱗

区　分
住民墓本台帳人疑
（遡、3．31現在）

歳出額　［
（A〉

実質収支 人件費
（R）　’

火件費率
羅B∠A）

11年度 6，539人 4，479，953 120，292 860，020 19．2％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）

区　分
職員数

A
給　　　与　　　費 一人当た紛給与費

　（R／A）給　　　料 職員手当一 期末・勤勉手当 計　B
12年度 95人 386，759 52，662 178，183 617，604 6，501

（注）職員数及び給与費は当初予算に計上された額で、教育長を含みます。

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（12年4月1日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

中里村、 343，879円 44．2歳 301，340円 53．7歳

新潟県 366，776円 42．1歳 342，155円 45．2歳

（4）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

区　分 11年度 12年度
一般行政職 90．9 92．6

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100

　として算定する地方公務員の平均給与額の指数です。

（5）職員の初任給の状況（12年4月1日現在）

区　　　分

中　　　里　　　村 国

決定初任給
採用2隼経過日
給　　料　　額

初　　任　　給
採用2年経過日
給　　料　　額

一般行政職
大学卒 174，400円 188，900円 174，400円 188，900円

高校卒 141，900円 151，800円 141，900円 151，800円

技能労務職 高校卒 139，000円 148，700円 139，000円 148，700円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（12年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 246，550円 306，500円 368，500円

高校卒 207，250円 256，967円 312，833円

技能労務職 高校卒 該当者はいません

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいいます。

（7）一般行政職の級別職員数の状況（12年4月1日現在）

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容 主事補 主　事 主　事 主　任
係　長

主　査

課長補佐

副参事
課　長 課　長

職　　　員　　　数 3人 5人 5人 9人 20人 12人 7人 2人 63人

構　　　成　　　比 4．8％ 7．9％ 7．9％ 14．3％ 31．7％ 19．0％ 11．1％ 3．2％ 100％

勿考
1年前の構成比 3．8％ 8．8％ 12．5％ 15．0％ 37．5％ 11．3％ 8．8％ 2．5％ 100％

5年前の構成比 4．4％ 13．2％ 8．8％ 32．9％ 24．2％ 6．6％ 9．9％
一 100％

（注）1　中里村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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（8）職員手当の状況

区　分 璽　　　璽　　　癒 園

（11年度支給割合） （11年度支給割合）

期末手当　　　勤勉手当 期末手当　　　勤勉手当

期末手当

勤勉手当

6　月　期　　　1．6月分　　　0．6月分

12　月　期　　　1．65月分　　　0．6月分

3　月　期　　　0．5月分　　　　一月分

6　月　期　　　1．6月分　　　0．6月分

12　月　期　　　1．65月分　　　0．6月分

3　月　期　　　0．5月分　　　　一月分

計　　　　　3．75月分　　　1．2月分 計　　　　　3．75月分　　　1．2月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年 （支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分　◆28．875月分 勤続20年　　　21．0月分　　28．875月分

勤続25年　33．75月分　　44．55月分 勤続25年　　33．75月分　　44．55月分

退職華当 勤続35年　　47．5月分　　　62．7月分 勤続35年　　　47．5月分　　　62．7月分

最高限度額　　60．0月分　　　62．7月分 最高限度額　　　60．0月分　　　62．7月分

その他の加算措置　定年前早期退職特別措置2％～20％加算 その他の加算措置　定年前早期退職特別措置2％～20％加算

退職特別昇給　　1～2号 退職特別昇給　　　20年以上　1号

縫間外勤務手婁（難隼度）
糞　給　総　額 職黛1人当た勢支給年額

16，928千円 160千円

（12年4月1日現在）

区分 内　　　　　　容 国の鋼度と異岡 園の翻度の溝容

配偶者　16，000円

配偶者以外2人まで　5，500円
扶
養
手
当

　　但し、配偶者のいない職員の場合　　1人は　11，000円

　　配偶者が扶養親族でない職員の場合 1人は　6，500円

その他の扶養親族1人につき　2，000円

同 同左

満16歳の年度初めから、満22歳の年度末までの子は5，000円加算

〈借家〉

住 月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し、その
居
手

家賃額に応じ、最高27，000円（家賃額55，000円）まで支給 同 同左

当 〈持家〉

1，000円　但し、新築・購入した場合、5年間は2，500円

片道2km以上の職員に支給

片道2km以上の職員に支給 〈交通機関利用者〉

通 〈交通機関利用者〉 運賃等相当額
勤
手

定期券の価格
里
ノ
、

〈交通用具使用者〉

当 〈交通用具使用者〉 2，000円（片道5km未満）～

往復1kmにつき750円／月 最高20，900円（40km以上）

まで支給

（9）特別職の報酬等の状況（12年4月1日現在）

区　　分 月　　額
丁
区
　
　
分 月　　額 期　　末　　手　　当

給料

村　　　長

助　　　役

収　入　役

742，000円

577，000円

548，000円

報酬

議　　　長

副　議　長

常任委員長

議　　　員

250，000円

195，000円

183，000円

177，000円

（11年度支給割合）

6月期　1．6月分　　3月期　0．5月分

12月期　1．65月分

　　　　　計　3．75月分

3 広報なかさと 平成／2年1／月10日
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（ゆ部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

　　区分
部門

職　　員　　数
簿前年贈減数 童嶽贈減理歯平成墨塗離度 平成鍛舘度

ハ
　
般
行
政

議　会

総　務

税　務
労　働

農　水

商　工

土　木

民　生

衛　生

2
2
1
5
0
1
0
2
6
2
6
8

2
2
1
6
－
0
1
0
2
6
2

4
9

0
0
1
0
0
0
0
－
2
1

介護保険制度（保険料徴収）

欠員不補充による減員
介護保険制度（訪問調査）

小　計 80 80 0
特
別
行
政

教　育

警　察

消　防

1400 1400

0
0
0

小　計 14 14 0

公
営
企
業
1
等

病　院

水　道

交　通

下水道

その他

4
2
0
4
3

4
2
0
4
3

0
0
0
0
0

小　計 13 13 0
合　　計 107 107 0

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時ま
　　たは非常勤職員を除いています。

（11）定員適正化計画

　　前計画年の平成7年度から11年度までの5年間では、全体で7人の減員目標に対し18人の減員となり、14％の
　職員数の削減を達成しています。新計画年の平成12年度から16年度の5年間においては、計画的な職員採用によ
　り職員年齢の高齢化を解消し、業務量の変化及び新たな行政需要に対応した職員の再配置を行い、定員の適正化
　を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）

部　　門 区　　分 11年度
（計画前年〉

12年度
1年目

捻年度
2隼目

14年度
3年目

蛎年度
4年臼

粥年度
5年園

招触萄年度

　計

一般行政

減　員 目標 2 0 2 1　－ 3 8 14
実績 13 2

増　員
目標 0 3 2 2 3 3 13
実績 3 2

差　引 目標 △　　2 3 0 1 0 △　　5 △　　1

実績 △10 0
職員数 目標 89 83 83 84 84 79

実績 80 80

特別行政

減　員
目標 1 1 0 0 0 1 2
実績 4 1

増　員 目標 0 0 1 0 0 0 1
実績 0 1

差　引 目標 △　　1 1 1 0 0 △　　1 △　　1

実績 △　　4 0
職員数 目標 17 13 14 14 14 13

実績 14 14

公営企業等

減　員 目標 3 0 0 0 0 1 1
実績 0 0

増　員 目標 2 0 0 0 0 0 0
実績 0

差　引 目標 △　　1 0 0 0 0 △　　1 △　　1

実績 0
職員数 目標 12 13 13 13 13 12

実績 13 13

合　　　計

減　員 目標 2 1 2 1 3 10 17
実績 14 3

増　員 目標 0 3 3 2 3 3 14
実績 3 3

差　引 目標 △　　2 2 1 　　1 △　　7 △　　3

実績 △11 0
職員数 目標 118 109 110 111 111 104

実績 107 107
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m
拍
㎝
【
8
0
m
ハ
ー
ド
ル
】

⑤
福
崎
二
愛
（
貝
）
1
7
秒
4
⑥
竹
藤
沙
弥
香

（
田
）
1
7
秒
8
◆
男
子
4
0
0
m
リ
レ
ー
⑤
田

沢
A
（
井
之
川
真
・
井
ノ
川
健
・
樋
ロ
葉
太

・
瀧
澤
公
則
）
／
分
3
秒
O
◆
女
子
4
0
0
m

リ
レ
ー
④
田
沢
A
（
赤
澤
美
保
・
小
柳
美
香

・
富
井
奈
央
・
富
井
菜
月
）
／
分
3
秒
6
⑤
田

沢
B
（
桐
生
彩
花
・
村
山
絵
理
・
井
ノ
川
莉

奈
・
太
島
香
織
）
／
分
8
秒
8

▲ゴール！勝者はどっち？

茨
癒
建
護
撚
轡
嬢
野
球
歳
甕

　
　
　
（
1
0
／
1
4
　
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
②
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
③

高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
【
最
優
秀
選
手
】
広

田
勇
司
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
L
ズ
）
【
優
秀
選
手
】

南
雲
翔
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）
、
山
田
優
樹
（
高

道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

▲ホームイン

糧
競
灘
灘
製
製
鑓
灘
錘
禦
謙
饗
太
窪

　
　
　
　
　
　
（
1
0
／
8
　
中
里
中
学
校
）

◆
小
学
生
男
子
の
部
【
1
年
生
2
㎞
】
①
渡

辺
駿
希
（
高
）
1
0
分
4
8
秒
②
南
雲
裕
斗
（
倉
）

11

分
1
秒
③
志
田
晃
人
（
田
）
胴
分
⑩
秒
【
2

年
生
2
㎞
】
①
林
隼
人
（
貝
）
9
分
31
秒
②

鈴
木
竜
峰
（
倉
）
9
分
32
秒
③
山
田
折
ロ
也
（
田
）

10

分
7
秒
【
3
年
生
3
㎞
】
①
志
田
大
貴
（
田
）

14

分
2
4
秒
②
井
之
川
渡
（
田
）
1
4
分
32
秒
③

阿
部
健
人
（
貝
）
1
4
分
42
秒
【
4
年
生
3
㎞
】

①
鈴
木
大
貴
（
倉
）
／
3
分
32
秒
②
南
雲
洗
太

（
貝
）
1
3
（
刀
39
秒
③
南
雲
良
二
（
高
）
1
3
分
4
5

秒
【
5
年
生
4
㎞
】
①
樋
□
葉
太
（
田
）
1
6

分
4
4
秒
②
藤
田
宗
丈
（
田
）
1
8
分
1
7
秒
③
吉

楽
淳
史
（
田
）
侶
パ
刀
2
7
秒
【
6
年
生
4
㎞
】

①
中
島
有
基
（
貝
）
1
6
分
4
3
秒
②
広
田
大
理

（
田
）
1
8
（
刀
4
秒
③
南
雲
大
輝
（
貝
）
1
8
パ
刀
4
9

秒
◆
中
学
生
男
子
の
部
【
5
㎞
】
①
樋
ロ
大

棋
1
7
分
3
5
秒
②
桑
原
雄
樹
1
8
分
3
8
秒
③
高
野

雄
毅
1
8
ハ
刀
4
7
秒
◆
一
般
男
子
【
3
㎞
】
①
服

部
秀
樹
（
田
沢
小
）
制
ハ
刀
5
7
秒
②
滝
沢
智
（
重

地
）
η
（
刀
2
秒
③
村
山
勝
利
（
田
沢
）
／
3
分

7
秒
◆
小
学
生
女
子
の
部
【
1
年
生
2
㎞
】

①
南
雲
舞
（
貝
）
枢
（
刀
1
1
秒
②
山
田
悠
佳
（
田
）

12

分
3
8
秒
③
山
田
静
香
（
貝
）
1
3
分
9
秒
【
2

年
生
2
㎞
】
①
広
田
百
一
ハ
祈
子
（
田
）
1
0
分
1
4

秒
②
上
原
梨
紗
（
田
）
⑩
分
2
4
秒
③
富
井
結

貴
奈
（
田
）
伯
分
5
1
秒
【
3
年
生
2
㎞
】
①

太
島
佑
佳
（
高
）
8
パ
刀
5
4
秒
②
渡
辺
陽
菜
（
高
）

9
分
4
0
秒
③
根
津
美
里
（
倉
）
絶
（
刀
2
6
秒
【
4

年
生
2
㎞
】
①
中
島
由
貴
（
貝
）
8
分
5
5
秒

②
竹
藤
幸
恵
（
倉
）
9
分
2
9
秒
③
南
雲
淑
衣

（
倉
）
⑩
分
6
秒
【
5
年
生
3
㎞
】
①
村
山
絵

理
（
田
）
1
3
分
1
9
秒
②
太
島
香
織
（
田
）
1
3

パ
刀
3
8
秒
③
滝
沢
ち
な
み
（
倉
）
1
3
分
4
0
秒
【
6

年
生
3
㎞
】
①
鈴
木
干
絵
美
（
倉
）
1
3
パ
刀
3
8

秒
②
村
山
菜
美
（
田
）
1
4
分
1
4
秒
③
南
雲
美

佳
（
田
）
裕
分
3
3
秒
◆
中
学
生
女
子
の
部
【
3

㎞
】
①
井
ノ
川
靖
子
1
2
分
5
3
秒
②
樋
□
歩
美

12

分
5
4
秒
③
根
津
亜
沙
美
1
3
分
4
秒
◆
一
般

女
子
【
2
㎞
】
①
山
田
干
代
子
（
朴
木
沢
）

⑩
分
4
5
秒
②
鈴
木
裕
子
（
荒
屋
）
制
パ
刀
1
6
秒

③
高
野
よ
し
子
（
如
来
寺
）
1
ー
パ
刀
2
6
秒
◆
リ

レ
ー
の
部
【
小
学
生
男
子
】
①
貝
小
（
吉
楽

隆
太
、
南
雲
大
輝
、
中
島
有
基
）
2
7
分
1
8
秒

②
田
小
（
吉
楽
淳
史
、
藤
田
宗
丈
、
樋
□
葉

太
）
2
8
（
刀
6
秒
③
清
小
（
山
本
大
樹
、
桑
原

智
、
山
本
健
太
）
2
9
分
32
秒
【
小
学
生
女
子
】

①
田
小
（
太
島
香
織
、
富
井
菜
月
、
村
山
絵

理
）
2
8
分
4
秒
②
倉
小
（
鈴
木
千
絵
美
、
滝

沢
ち
な
み
、
竹
藤
幸
恵
）
2
8
ハ
刀
4
秒
③
貝
小

（
桐
生
聡
美
、
中
島
由
貴
、
庭
野
彩
香
）
30
パ
刀

20

秒
【
中
学
生
男
子
】
①
樋
□
大
棋
、
高
野

雄
毅
、
福
崎
純
墓
2
2
分
7
秒
②
村
山
延
大
、

樋
□
大
志
、
吉
楽
和
也
2
3
パ
刀
1
4
秒
③
桑
原
雄

樹
、
斎
喜
哲
也
、
桑
原
仁
2
3
（
刀
3
0
秒
【
中
学

生
女
子
】
①
樋
ロ
歩
美
、
井
ノ
川
靖
子
、
樋

ロ
弘
美
2
6
分
5
5
秒
②
富
井
亘
ハ
希
、
富
井
彩
加
、

根
津
亜
沙
美
2
7
分
3
1
秒
③
高
野
春
香
、
樋
ロ

優
里
、
樋
ロ
真
美
2
7
分
4
9
秒
【
一
般
】
①
高

野
昇
（
如
来
寺
）
、
村
山
勝
利
（
田
沢
）
、
服

部
秀
樹
（
田
沢
小
）
2
6
分
5
6
秒
②
滝
沢
智
（
重

地
）
、
鈴
木
一
夫
（
重
地
）
、
滝
沢
浩
平
（
重

地
）
2
7
分
4
7
秒

▲あとはたのむ！

醸
灘
聾
麹
騨
灘
欝
鱒
欝

　
　
　
　
　
　
　
欝
鍛
撰
繊
謄
撚
ー
灘
蕪
塗

　
　
　
　
（
1
0
／
巧
　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
）

①
N
B
C
（
中
里
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
）
②
P
」
U
S
（
十
日
町
市
）
③
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
（
中
里
村
）
【
最
優
秀
選
手
】
井
ノ
川
誠

（
如
来
寺
）
樋
ロ
恵
美
（
朴
木
沢
）

▲シュート！
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盤
繊

雛

，
麟
灘
嚢
鰯
嚢

、
嚢
籔
謬
萎
講
．
獺

　
1
0
月
n
日
㈱
、
三
島
郡
寺
泊
町
の

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
4
回
新
潟
県
商
工

会
青
年
部
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
出
場
し

た
中
里
村
商
工
会
青
年
部
が
2
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
各
地
区
の
予
選

会
を
勝
ち
抜
い
た
2
0
チ
ー
ム
が
参

加
、
村
か
ら
は
村
商
工
会
青
年
部
　
ー

予
選
会
の
成
績
上
位
の
4
人
（
樋

口
秀
夫
さ
ん
・
保
坂
恭
久
さ
ん
・

杉
谷
清
之
さ
ん
・
岡
村
英
明
さ
ん
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
は
チ
ー

ム
4
人
の
内
、
成
績
上
位
3
人
の

ス
コ
ア
ト
ー
タ
ル
で
争
わ
れ
、
寺

泊
町
と
4
点
差
の
僅
差
で
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
ダ

ブ
ル
ペ
リ
ア
の
部
で
も
岡
村
さ
ん

が
優
勝
し
、
二
重
の
喜
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
樋
口
さ
ん

は
「
優
勝
を
意
識
せ
ず
に
、
楽
し
ん

で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
の
が
い
い
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
来
年
で
青
年

部
卒
業
と
な
る
の
で
、
思
い
出
と
し

て
3
連
覇
し
て
卒
業
し
た
い
で
す
ね
」

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村

　　　　　　　　．劉陰
▲喜びの4人（左から
　おいて樋口さん、岡

　
中
里
村
こ
ぶ
し
会
が
、
地
域
社
会

の
組
織
活
動
に
よ
っ
て
栄
養
及
び
食

生
活
の
改
善
を
行
い
、
地
域
住
民
の

明
る
い
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
実
現

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
「
栄

養
関
係
功
労
者
厚
生
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
し
、
1
0
月
2
0
日
團
、
東
京
都
千

代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
井
之
川

響
交
さ
ん
お
鰻
、

慧
ん
も
大
熱
羅

　
1
0
月
2
2
日
㈲
、
高
道
山
小
学
校
で

「
さ
あ
出
番
〃
”
き
み
も
ぼ
く
も
み
ん

な
主
役
」
と
題
し
、
閉
校
記
念
文
化

祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
、
児
童
た
ち
に
よ
る
劇
や

踊
り
、
合
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後

か
ら
は
P
T
A
の
皆
さ
ん
に
主
役
タ

ッ
チ
交
代
で
す
。
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
、
ダ
ン
ス
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
に
よ
る
校
歌
の
演
奏
が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。
各
地
区
ご
と
の
趣

向
を
こ
ら
し
た
ダ
ン
ス
は
、
仮
装
を

し
た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
大
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
演
じ
、
幕
が
開
く
た
び
に
会
場
は

和
子
会
長
は
「
自
分
た
ち
の
健
康
は

自
分
た
ち
の
手
で
！
を
モ
ッ
ト
ー
に

永
年
に
わ
た
り
地
道
に
活
動
し
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
も
今
ま
で
の
こ
と
を
継
続
し

な
が
ら
、
若
い
人
や
、
こ
ぶ
し
会
卒

業
生
な
ど
会
員
を
も
う
少
し
広
げ
、

地
域
の
皆
ざ
ん
か
ら
食
推
の
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
声
を

か
け
て
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

〈
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
発
表
会
終
了
後
は
、
児
童
た

ち
の
手
づ
く
り
の
出
店
も
出
さ
れ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
的
当
て

　
　
　
　
　
　
　
　
『

〈
喜
び
の
こ
ぶ
し
会
会
員
の
み
な
さ
ん

　
藤

　騒て
い
ま
し
た
。

〈
す
っ
か
り
若
返
っ
た
？
お
父
さ
ん
お
母

　
さ
ん
の
パ
ラ
パ
ラ

ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

6



　
1
0
月
2
3
日
㈲
、
老
人
介
護
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
郵
政
互
助
会
信
越

地
方
本
部
か
ら
シ
ス
テ
ム
テ
ー
ブ
ル

一
式
代
1
5
0
、
0
0
0
円
が
寄
贈

さ
れ
、
田
沢
郵
便
局
長
か
ら
村
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
ブ
ル
は
七
川
荘
に
贈
ら

れ
、
入
所
者
の
食
事
用
に
使
わ
れ
ま

す
が
、
井
ノ
川
施
設
長
は
「
こ
れ
で

〈
田
沢
郵
便
局
長
か
ら
目
録
贈
呈

繕

懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
事
介
助
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

懸
携
や
り
・
い
た
わ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌
を
糖
璽
羅
額
．

　
1
0
月
1
1
日
㈱
、
人
権
擁
護
委
員
の
　
　
の
一
環
と
し
て
南
保
育
園
を
訪
れ
、

斎
喜
正
甫
さ
ん
（
中
里
村
）
、
柳
カ
ズ
　
　
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ヱ
さ
ん
（
十
日
町
市
）
、
根
津
妙
さ
ん
　
　
　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
紙

（
津
南
町
）
の
3
人
が
、
啓
発
活
動
　
　
芝
居
な
ど
を
通
じ
て
「
子
ど
も
た
ち

〉
手
作
り
の
紙
芝
居
に
園
児
も
夢
中

に
思
い
や
り
・
い
た
わ
り
の
心
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
今
年
か
ら
十

日
町
広
域
圏
6
市
町
村
の
小
学
校
や

保
育
園
を
回
っ
て
お
り
、
中
里
村
は

今
回
が
初
め
て
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
民
話
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
し
あ
わ
せ
じ
ぞ
う
」
と
い
う
手

作
り
の
紙
芝
居
と
ビ
デ
オ
を
園
児
た

ち
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
園
児
た
ち
で
す
が
、

紙
芝
居
が
始
ま
る
と
静
か
に
な
り
、

食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
1
0
月
2
7
日
樹
、
役
場
応
接
室
で
清

津
ス
キ
ー
場
の
営
業
に
つ
い
て
、
山

本
村
長
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
「
な

か
さ
と
清
津
ス
キ
i
場
」
と
名
前
を

変
え
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
営
業
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
不
況
や
ス
キ
ー
人
口
減
に
よ
り
経

営
の
見
通
し
が
苦
し
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
上
越
観
光
開
発
か
ら
営
業

休
止
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
村
の
強
い
要
望
に
よ
り
、

営
業
続
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

覧饗lyマ顛噸

　響　　　　　　　鍍
▲今シーズンも営業続行する清津スキー場

　
紙
芝
居
終
了
後
、
人
権
擁
護
委
員

の
柳
さ
ん
は
「
み
ん
な
も
小
さ
い
人

や
弱
い
人
に
は
、
や
さ
し
く
仲
良
く

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
園
児
た
ち
に

話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

山
本
村
長
は
、
記
者
会
見
で
補
助
金

と
い
う
形
で
一
千
万
円
以
内
の
金
銭

的
支
援
を
し
、
村
か
ら
も
一
人
臨
時

職
員
を
派
遣
し
、
上
越
観
光
開
発
と

共
同
で
運
営
を
す
る
考
え
を
示
し
ま

し
た
。馨

術
の

．
秋
を
満
喫
羅
、
・

　
n
月
3
日
（
文
化
の
日
）
恒
例
と

な
っ
た
「
芸
能
祭
」
が
行
わ
れ
、
会

場
と
な
っ
た
ユ
ー
モ
ー
ル
多
目
的
ホ

ー
ル
は
立
ち
見
客
も
出
る
な
ど
、
大

勢
の
観
衆
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
中
里
芸
能
協
会
や
村
内

》
34
団
体
が
出
演
し
た
芸
能
祭

　
営
業
日
は
、
年
末
年
始
、
土
日
、

祝
日
、
学
校
行
事
の
日
と
し
、
1
2
月

30

日
㈲
か
ら
合
計
3
8
日
間
の
営
業
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
状
況
次

第
と
さ
れ
て
い
ま
す
。欝

懸

▲数々の作品が展示されていました

灘
薩
霧

の
小
中
学
校
な
ど
34
団
体
が
出
演
し

ま
し
た
。
歌
・
踊
り
・
合
奏
な
ど
日

頃
の
練
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
日
（
文
化
の
日
）
か
ら

5
日
㈲
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
と
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
「
芸
術
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
書
道
、
写
真
、

絵
画
、
手
芸
な
ど
様
々
な
作
品
の
展

示
や
、
チ
ャ
リ
テ
イ
i
茶
会
、
焼
き

物
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

平成／2年11月10日広報なかさと7



鱒
璽
ト
の
こ
も
っ
驚
．

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
声
饗
類

　
1
0
月
2
7
日
團
、
貝
野
小
学
校
体
育
館
で
「
第

50

回
郡
市
小
学
校
・
第
1
5
回
中
里
村
小
学
校
音

楽
交
歓
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
歓
会
は
、
各
小
学
校
の
合
唱
や
合
奏
、
先

　
　
纐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま▲練習の成果が発表されi

生
た
ち
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
、
ま
た
最
後
に
は

全
員
で
、
児
童
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
選
ば
れ

た
曲
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」
の
大
合
唱
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
ハ
ー
ト
の
こ
も
っ
た
歌
声
や
素
晴
ら
し
い
楽

器
演
奏
の
音
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
0
月
1
4
日
か
ら
6
日
間
に
わ
た
り
、
富
山
県

で
開
催
さ
れ
た
「
第
5
5
回
国
民
体
育
大
会
2
0

〉
来
年
は
優
勝
を
狙
い
ま
す

▲最後は全員で大合唱

　
　
　
　
　
　
　
0
0
年
と
や
ま
国
体
」
の
陸

　
　
　
　
　
　
　
上
成
年
男
子
8
0
0
m
に
出

　
　
　
　
　
　
　
場
し
た
中
里
中
学
校
の
岩
崎

　
　
　
　
　
　
　
万
知
先
生
が
6
位
入
賞
を
果

た
し
、
2
3
日
㈲
役
場
を
訪
れ
村
長
に
結
果
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
岩
崎
先
生
は
「
予
選
・
準
決
勝
と
ト
ッ
プ
で

通
過
し
、
決
勝
も
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
が
ス

タ
ー
ト
で
出
遅
れ
、
結
果
6
位
で
し
た
。
自
分

の
持
っ
て
い
る
力
は
す
べ
て
出
し
切
り
ま
し
た
。

来
年
は
一
番
高
い
表
彰
台
を
狙
っ
て
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
こ
と
で
、
ム
フ
回
は
「
白

菜
の
辛
み
漬
け
」
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。

欝
購

①
白
菜
の
葉
を
は
い
で
洗
い
、
切
ら
ず
に
硬
め
に
蒸
す
。

②
た
け
の
こ
、
人
参
、
干
し
し
い
た
け
、
長
ね
ぎ
は
千
切

　
り
に
、
に
ん
に
く
、
し
ょ
う
が
、
と
う
が
ら
し
は
み
じ

　
ん
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
ご
ま
油
を
入
れ
、
み
じ
ん
切
り
に
し
た
に
ん
に
く
、

　
し
ょ
う
が
、
と
う
が
ら
し
を
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
弱
火

　
で
妙
め
る
。

④
千
切
り
に
し
た
野
菜
を
加
え
て
妙
め
、
酢
、
し
ょ
う
油
、

　
塩
、
砂
糖
、
水
を
入
れ
て
煮
立
た
せ
る
。

⑤
深
め
の
容
器
に
蒸
し
た
白
菜
を
入
れ
、
煮
立
た
せ
た
野

　
菜
が
熱
い
う
ち
に
上
に
か
け
、
漬
け
込
む
。

⑥
白
菜
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
お
皿
に
盛
り
、
上
に

　
具
を
散
ら
し
て
漬
け
汁
を
か
け
て
出
来
上
が
り
。

★
山
田
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ト
バ
イ
ス

・
一
日
位
漬
け
込
む
と
味
が
し
み
て
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

・
白
菜
は
硬
め
に
蒸
し
た
ほ
う
が
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
美

　
味
し
く
な
り
ま
す
。

◆
「
辛
み
漬
け
」
に
つ
い
て
＝
…

　
酢
、
と
う
が
ら
し
は
好
み
で
分
量
を
調
整
し
て
く
だ
さ

い
。
手
軽
に
簡
単
に
で
き
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
、

ご
飯
の
お
か
ず
や
お
茶
請
け
に
ど
う
ぞ
。

こ
ぶ
し
会

　
　
山
田
フ
ミ
子
さ
ん
（
宮
中
）

◆
『
辛
み
酒
け
」
の
材
科

　
　
　
　
　
　
　
（
4
～
5
人
分
）

・
白
　
　
菜
…
…
…
…
…
3
0
0
g

・
た
け
の
こ
…
…
…
…
…
…
－
・
3

0
9

・
人
　
　
参
…
…
－
…
…
…
－
・
・
3
0
g

・
干
し
し
い
た
け
…
…
…
…
…
2
枚

・
長
ね
ぎ
（
白
い
部
分
）
…
…
／
本
分

・
に
ん
に
く
…
…
…
…
…
…
・
・
1
0
g

・
し
ょ
う
が
・
…
…
…
…
…
…
・
・
2
0
9

・
と
う
が
ら
し
…
…
…
…
…
…
／
本

・
ご
ま
油
…
…
…
…
…
大
さ
じ
3

・
　
酢
　
…
…
…
1
／
2
カ
ッ
プ

・
し
ょ
う
油
…
…
…
…
…
大
さ
じ
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
塩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
砂

水
　
●
　
　
●
　
　
●

糖
…

　
O
　
　
O
　
　
●

…
…
…
…
小
さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
て

…
…
…
…
小
さ
じ
ー

…
…
／
／
3
カ
ッ
プ

鵜
．

徽
　
　
　
　

　
　
霧
　
麟
　
壁

灘
灘
獺
　
　
雛

畷
、
繋
灘
鐵

　
　
　
　
　
　
も

　、
雛

　
　
　
撫

　
　．

欝
．
灘

、
鰯
黙
灘

　
　
雛

　
　
灘

．
轟藁

　
　
纏

〉
と
う
が
ら
し
の
辛
さ
と
酢
の
す
っ
ぱ
さ

　が

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
　
毒

　
　
　
　
　
　
　
義

　
　
　
麹

襲
購

　
　
　
鶏

　
　
蓼

…
櫛
籍
．
難
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桑
原
さ
ん
自
身
も
若
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
が
、
お
義
母
さ
ん
が
入
院

し
、
食
事
の
準
備
に
忙
し
い
毎
日
。
門
お

い
獲
“
懸
老
雛
っ
驚
食
蒸
て
《
耽
る

量
と
ぽ
．
作
強
拒
人
に
と
蒙
て
何
よ

搬
も
う
れ
し
雛
も
の
驚
ず
。
皆
さ
ん

趨
参
考
に
し
て
、
奪
田
は
漬
物
を
漬

儲
で
み
ま
せ
ん
が
。
食
拭
る
人
は
顯
お

雛
鉱
騨
編
と
書
っ
て
み
餐
《
だ
さ
“
。

な
ぎ
や
か
な
食
卓
に
な
る
と
思
糖
蒙

す
よ
。

　
今
年
、
米
は
大
豊
作
の
よ
う
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
所
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
農
家
に
と
っ
て
、

と
て
も
喜
ば
し
い
事
な
の
に
低

価
格
、
ま
た
来
年
は
過
去
最
大

の
転
作
面
積
に
な
る
と
か
。
気

持
ち
の
暗
く
な
る
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
、
昔
か
ら
「
農
家
は
生

か
さ
ず
殺
さ
ず
」
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
で
す
。
行
政
の
方
も

農
業
に
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
つ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も

世
界
経
済
情
勢
で
す
か
ら
仕
方

の
な
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
農
業
の
状
況
で
、
世
界

の
食
糧
不
足
な
ど
有
り
得
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
我
が
家
で
は
、
今
ま
で
食
事
は
7
9

歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
夏
の
頃
か
ら
体
調
を
崩

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
私
が
食
事
の

ほ
う
も
や
る
よ
う
に
な
り
、
忙
し
い

毎
日
で
す
。
そ
ん
な
私
が
去
年
か
ら

山
菜
の
漬
け
方
、
食
べ
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
や
っ
て
み
ま
し
た
。
春
は

フ
キ
か
ら
秋
は
キ
ノ
コ
と
自
然
豊
か

な
中
里
に
嫁
い
だ
こ
と
を
幸
せ
に
思

っ
て
い
ま
す
。

　
何
で
も
そ
う
で
す
が
、
採
り
た
て

が
一
番
美
味
し
い
の
で
す
が
、
た
く

〉
こ
の
ぜ
ん
ま
い
何
に
し
て
食
べ
よ
う
か
な

さ
ん
採
れ
た
ら
塩
漬
け
、
ま
た
は
干

物
に
し
て
季
節
は
ず
れ
に
少
し
ず
つ

食
べ
る
と
珍
し
く
て
美
味
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
私
よ
り
も
、
も
つ
と
色
々

な
食
べ
方
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
我
が
家
の
食
べ
方

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
春
の
フ
キ
は
酢
漬
け
、
き

や
ら
ぶ
き
、
キ
ン
ピ
ラ
、
煮
物
。
ミ

ズ
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
味
噌
で
油
煮
、

し
ょ
う
油
の
煮
つ
け
も
さ
っ
ぱ
り
し

て
美
味
し
い
で
す
。
ワ
ラ
ビ
は
漬
け

た
物
を
塩
出
し
し
て
酢
漬
け
に
し
ま

す
。
お
正
月
に
は
少
し
手
を
か
け
て
、

み
り
ん
ー
、
砂
糖
1
、
し
ょ
う
油
1

の
割
合
で
煮
立
て
て
、
冷
ま
し
た
中

に
酢
を
入
れ
、
人
参
を
同
じ
長
さ
に

切
り
一
緒
に
漬
け
込
ん
だ
物
が
お
膳

に
並
び
ま
す
。
干
し
た
物
は
戻
し
て

か
ら
切
ら
ず
に
鍋
に
入
れ
、
味
付
け

し
火
を
止
め
る
直
前
に
ご
ま
油
を
入

れ
て
煮
物
に
、
ま
た
け
ん
ち
ん
汁
の

中
に
ぜ
ん
ま
い
の
代
わ
り
に
入
れ
て

も
美
味
し
い
で
す
。
ぜ
ん
ま
い
は
煮

物
、
キ
ン
ピ
ラ
、
五
目
お
こ
わ
の
中

に
入
れ
ま
す
。
マ
タ
タ
ビ
は
塩
漬
け

し
、
色
の
良
い
う
ち
に
冷
凍
庫
に
入

れ
る
と
と
て
も
良
い
で
す
。
山
菜
の

採
れ
る
時
期
は
忙
し
い
の
で
、
採
っ

て
来
る
と
す
ぐ
塩
漬
け
に
し
、
重
石

を
重
く
し
て
置
き
ま
す
。
暇
を
見
て

水
を
捨
て
、
塩
を
た
く
さ
ん
加
え
て

二
度
漬
け
に
し
て
置
く
と
い
た
み
ま

せ
ん
。

　
今
年
は
味
噌
漬
も
自
分
で
し
て
み

よ
う
か
と
大
根
、
み
ょ
う
が
、
キ
ュ

ウ
リ
を
漬
け
て
み
ま
し
た
。
味
噌
は

農
協
の
仕
込
み
味
噌
で
す
。
毎
年
豆

で
一
斗
分
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
と

て
も
美
味
し
い
味
噌
で
す
。

　
我
が
家
は
4
人
家
族
で
、
味
噌
汁

は
ほ
と
ん
ど
朝
夕
毎
日
食
べ
て
い
ま

す
。
美
味
し
い
ご
飯
に
味
噌
汁
は
、

日
本
人
の
食
事
の
基
本
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
そ
う
思
い

ま
す
。

　
最
後
に
と
て
も
評
判
の
良
い
大
根

の
酢
漬
け
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
材
料

・
大
　
根
…
…
…
…
…
…
・
…
5
㎏

・
砂
　
糖
…
…
…
…
…
8
0
0
9

・
塩
…
…
…
…
…
…
1
5
0
9

・
5
倍
酢
…
…
…
…
…
…
・
…
・
9
0
㏄

・
3
5
度
の
焼
酎
…
－
…
…
1
8
0
㏄

◆
作
り
方

　
大
根
の
皮
を
む
き
、
縦
に
半
分
に

切
り
桶
に
並
べ
ま
す
（
大
根
は
お
尻

の
ほ
う
が
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
で

す
）
。
砂
糖
、
酢
を
上
か
ら
入
れ
、
重

石
を
強
く
し
、
1
日
半
位
し
て
水
が

上
が
っ
た
ら
上
水
を
大
根
が
隠
れ
る

程
に
し
捨
て
、
残
っ
た
水
を
良
く
か

き
混
ぜ
、
焼
酎
と
お
好
み
に
で
南
蛮

を
切
っ
て
入
れ
て
出
来
上
が
り
。
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
と
日
持
ち
が
良

く
、
お
茶
請
け
に
最
高
で
す
。

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

ケ
イ
ゾ
ク
／
映
画
　
　
　
西
荻
弓
絵

無
境
界
家
族
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
巣
博

言
伝
て
鍋
　
　
　
　
　
　
　
池
部
良

「
私
（
わ
た
し
）
」
を
失
く
す
母
親
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
結
貴

四
人
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
万
季

霊
応
ゲ
ー
ム

　
　
　
パ
ト
リ
ッ
ク
・
レ
ド
モ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
順
弘

力
道
山
が
い
た

男M
1
（
エ
ム
・
ワ
ン
）

共
生
虫

十
手
人

柳
影

ラ
ハ
イ
ナ
ま
で
来
た
理
由

松
村
友
視

　
柳
美
里

池
井
戸
潤

　
村
上
龍

押
川
國
秋

多
田
容
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
義
男

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ラ
イ
フ

　
　
　
北
川
悦
吏
子
・
百
瀬
し
の
ぶ

買
収
者
（
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島
信

「
超
」
発
想
法

私
の
ギ
リ
シ
ャ
神
話

ぶ
男
に
生
ま
れ
て

ギ
リ
シ
ア
神
話

ギ
リ
シ
ア
神
話

さ
れ
ど
、
わ
が
祖
国

泥
の
花
「
今
、
こ
こ
」

野
口
悠
紀
雄

　
阿
刀
田
高

徳
大
寺
有
恒

　
　
呉
茂
一

　
古
川
堅
治

　
落
合
信
彦

を
生
き
る

　
　
水
上
勉

平成12年1／月10日広報なかさと9



ロ
ー
盤
渥
簿
幣
『

　
　
　
　
　
．
纏
困
鵜
、
擁
勇
ぺ

　
　
　
　
十
目
灘
難
匿
調
擦
協
会

◆
特
定
調
停
手
続
き
に
つ
い
て
①

　
　
　
　
　
　
　
（
一
般
個
人
の
場
合
）

　
サ
ラ
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の

借
り
入
れ
や
住
宅
ロ
ー
ン
を
か
か
え
、

返
済
に
困
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

可
能
な
範
囲
で
返
済
を
続
け
、
生
活
の

立
て
直
し
を
図
り
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
方
は
、
簡
易
裁
判
所
の
「
特
定
調
停
」

手
続
き
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
「
特
定
調
停
」
手
続
き
は
、
調
停
委

員
会
が
申
立
て
人
か
ら
生
活
状
況
、
収

入
及
び
今
後
の
返
済
方
針
な
ど
を
聴
い

た
上
で
、
債
権
者
の
意
向
も
聴
き
、
残

っ
て
い
る
債
務
の
返
済
に
つ
い
て
、
双

方
の
意
見
を
調
整
し
、
話
合
い
に
よ
っ

て
生
活
の
立
て
直
し
を
図
ろ
う
と
す
る

手
続
き
で
す
。
手
続
き
の
流
れ
は
下
図

の
と
お
り
で
、
誰
に
で
も
で
き
、
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
簡
易
裁
判
所
の

受
付
窓
口
で
相
談
（
無
料
）
に
応
じ
て

い
ま
す
。
一
度
相
談
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
簡
易
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
病
院
北
隣
）

　
B
5
2
1
2
0
8
6

特定調停手続の流れ一…………一G一一…………・…一一………榔・…

　　　　　　　藩繋申立人　・　　欝鯛灘

　　　　　　　　　　　講類会、，繋磁ズ　　　踊灘繊1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽愚こ違した

驚一麟・副亀織竈、
鰭羅の，醗．謝　　’》雛停翫

　　　　峨　　　　　　　　　　　　　　iどうしても
　調停委員会は，申立人から窪活状況　雛りεわ蟹曝書．

鎧査た欝膿鶉鍔鶏躍認’毫　　　　・不鐵

っている横務を，どのように支払ってい

くことが経済的に合理的なのかなどにつ

いて，双方の慰晃を調整していきます。
＿＿＿＿＿＿　．．　　、．＿瞳楓臨鰯繍メ

晦

欝畿鞭、・腰癬

瓢翻翻　讐讐

　受付に調停串立謬を提出

してください倉

，震事執行の俸比の＄立ての手

號についτは，登付でお馨ねく

ださい。

嘘繍㈱㈱嚇＿・徽繍㈱離繍鵬〆

ー
　
ノ

　
　
麟

§
　　　　　　　耳そこで

　　返済の方法を調整したい

働えば…

　●鱒鴛の遺済額を滅らしたい．

　●遍燕搦限を1認ましたい、

　●分霧1撫いに変璽したい．
駕
　編　　　　　　・　　　・　＿＿

慮どうし窃獺臓けら総い尉こは調勘遜を稠すること拷え
砿　られます．この手続については、簸蕎りの地方裁享彗所にお尋ねください．

　
昭
和
4
7
年
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
田
沢
駐
在
所

が
、
こ
の
度
新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
駐
在
所
は
J
A
十
日
町
中
里
支
所
の
向
か
い
で
す
。
新

駐
在
所
で
の
正
式
な
業
務
開
始
は
1
1
月
24
日
…
国
か
ら

と
な
り
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
駐
在
所
を
ど
う
ぞ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

◆
十
日
町
警
察
署
田
沢
駐
在
所
　
若
林
さ
ん
か
ら
≡
目

　
新
し
い
駐
在
所
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
住
所

　
中
里
村
大
字
田
沢
己
3
0
8
4
番
地
1
（
上
山
）

盈
6
3
－
2
3
6
8
（
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

上山集落開

発センター

JA十日町
中里支所

R117

越後田沢

郵便局

⑰

旧駐在所

至津南曲⇒←至十日町市

至越後田沢駅↓
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◆
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

　
は
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
2
0
歳
か

ら
6
0
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
3
種
類
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

欝
第
蟹
籔
被
保
礫
憲

　
自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者
、
2
0
歳
以

　
上
の
学
生
な
ど

・
第
盤
舞
被
擦
嬢
馨

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

・
第
叢
霧
被
．
保
縢
轡

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

　
る
配
偶
者

公的年金のしくみ

藻盤鎌金繰険・叢濤鎌i釜懸ど

曝礎蕪釧雛藻懸態懇交纈

国鐘嶺i釜縫墓礎轄金）

　第2号被保険者

（会社員・公務員など）者
萄

険
険
偶

保
保
配

被
被
養

号
号
扶

3
2
被

第
傑
切

　第1号被保険者

（自営業者・学生など）

　
就
職
や
退
職
、
結
婚
し
て
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
離
婚

な
ど
で
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
場
合
な
ど
、

藩
の
都
慶
獲
別
難
変
お
る
逡
菱
繕
襟
繊

叢
讃
．

　
国
民
年
金
は
、
自
分
で
村
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
大
切
な
年
金
を
受
け
る
権
利

を
守
る
た
め
に
、
忘
れ
ず
に
穫
麗
変
翼

の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
早
め
に
納
め

　
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
は
、

加
入
者
の
義
務
で
す
。
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も

し
も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
再
度

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年

金
保
険
料
は
2
年
過
ぎ
る
と
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
現
年
度
分
は

市
町
村
に
、
そ
れ
以
前
分
は
社
会
保
険

事
務
所
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な

い
場
合
は
、
月
々
分
割
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
市
町
村
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
や
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

礁婆徹開始日時　i2、月1日㈹　午前9時～

◆申込み方法　電話で申込みください

◆利用欝きる団体

　次のいずれかに該当する、概ね5人以上で

構成される団体

①小学生、中学生、高校生、大学生、専修学

　校生等

②蕎少年団体及びサークル

③青少年指導者、教員、青少年育成団体

④その他（社員研修等）

◆必要経費

・食費　1，800円
・クリーニング代　180円』
・設置目的外利用団体の場合（社員概修等嚢

　1人1泊につき1，500円、1団体難窒董
　日につき施設使用料必要

◆申込み・問合せ先

　新潟県青少年研修センター

　盈0256－77一盤塗叢墾

灘
繍
顎
噛
霧
．
．
…
．
、
，
．
．
、
，
．
み
ん
な
の
川
を
守
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
刊
年
度
六
日
町
保
健
所
ま
と
め
）

　
事
故
件
数
の
半
数
以
上
は
家
庭
用
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
給
油
中
「
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ス

キ
に
あ
ふ
れ
て
し
ま
っ
た
」
が
最
も
多
く
、
「
操
作
ミ
ス
」
と
あ
わ
せ
る
と
半
分

以
上
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、
原
因
調
査
や
事
故
処
理
の
た
め

に
多
く
の
機
関
が
対
処
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
水
質
汚
濁
防

止
法
、
河
川
法
が
適
用
さ
れ
、
事
故
処
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
処
理
に
要
し
た

費
用
が
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
的
被
害
が
発
生
し
た

と
き
に
は
民
事
賠
償
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
事
故
を
な
く
す
に
は
、
「
給
油
中
は
絶
対
目
を
離
さ
な
い
」
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
次
の
よ
う
な
チ
ョ
ッ
と
し
た
工
夫
で
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
小
型
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
際
は
、
万
が
一
油
が
漏
れ
て
も
外
部
に
流

　
さ
な
い
よ
う
（
防
水
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
）
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

◆
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
大
き
め
の
容
器
を
置
く
。

◆
自
動
停
止
バ
ル
ブ
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
取
り
付
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
役
場
環
境
課
】

平成12年10月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工事　費 請　負　業　者

倉俣芋川地区配水管布設替工事（7工区） 倉　　俣 3，202，500円 有限会社信濃設備
平成12年災第98号上山坂ノ上線災害復旧工事 上　　山 4，095，000円 有限会社宗家土建
路面本復旧（第12－3号）工事 通り山・白羽毛 2，625，000円 株式会社共立舗装
路面本復旧（第12－5号）工事 芋川・倉俣 5，250，000円 上越舗道株式会社
路面本復旧（第12－6号）工事 宮　　中 6，300，000円 株式会社植木組

平成12年1／月10日広報なかさと11



猪股俊宏くん（・歳）・⑫
幸雄・美由紀さん夫妻の長男（新屋敷）

　最近、少しずつ歩けるようになっ

てきた俊宏くん。1歳の誕生日には、

親戚の皆さんから盛大にお祝いして

もらいました。お金がたまるように、

丈夫に育つようにと箕の中に入り、

お餅をヨイショと背負いました。ま

た、お母さんから愛清いっぱいのご

ちそうも作ってもらいました。

　お母さんは、r□には出さない力激

お父さんは早く一緒に野球がしたい

と思っているみたいですよ」と話し

2
Ω
織
蟹
撚
謙
妙
ッ
キ

ン
グ
教
轟

◆
日
時
及
び
内
容

・
調
潟
銘
図
㈱

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

「
楽
し
い
中
華
料
理
」

　
高
菜
と
し
ら
す
の
妙
飯
、
蒸
鶏
と

　
野
菜
の
辛
味
和
え
な
ど

・
潤
調
鱒
図
㈱

　
午
後
6
時
3
0
分
5
8
時
3
0
分

「
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
…
シ
ョ
ン
ケ

　
ー
キ
」

※
一
人
一
台
ケ
」
キ
を
お
持
ち
帰
り

◆
場
所
　
　
、

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
盈
5
2
－
3
1
0
7

放
送
蓑
馨
鵠
躍
募
集
／

～
平
成
憾
蕪
痩
第
継
弊
期
～

◆
募
集
す
る
学
生
及
び
入
学
料

・
全
科
履
修
生

　
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
2
0
、
O
O
O
円

・
選
科
履
修
生

　
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
7
、
0
0
0
円

・
科
目
履
修
生

　
（
1
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
5
、
O
O
O
円

◆
授
業
料

　
1
科
目
（
2
単
位
）
9
、
0
0
0
円

◆
入
学
資
格

　
1
8
歳
以
上
で
あ
れ
ば
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。
選
科
・
科

目
履
修
生
は
、
入
学
時
に
義
務
教
育

を
終
了
し
て
い
れ
ば
1
5
歳
か
ら
入
学

で
き
ま
す
。

◆
多
様
な
科
目

　
外
国
語
、
心
理
学
、
健
康
科
学
な

ど
幅
広
い
分
野
の
約
3
0
0
科
目
の

中
か
ら
好
き
な
科
目
が
選
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間

　
1
2
月
1
5
日
樹
～
2
月
1
5
日
㈲

◆
資
料
請
求
（
無
料
）
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
1
1
8
1
2
2
　
新
潟
市

　
旭
町
通
1
番
町
7
5
4
番
地

　
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　
B
O
2
5
！
2
2
8
1
2
6
5
1

特
設
幽
権
相
談
漸
開
設

◆
目
時

　
1
1
月
1
7
日
樹

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
齋
喜
正
甫
・
濱
野
孝
司

◆
問
合
せ
先
　
役
場
民
生
課
住
民
係

一
…
學
≡8

回

◆
テ
ー
マ
　
ご
は
ん
・
米
の
消
費
拡
大

◆
応
募
規
格
　
1
5
字
以
内
（
記
号
等
も
字
数
に
数
え
ま
す
）

◆
応
募
対
象
　
県
民

◆
応
募
期
間
　
1
1
月
1
日
㈱
～
n
月
3
0
日
㈲

◆
賞

　
最
優
秀
賞
（
新
潟
県
知
事
賞
）
1
名

　
　
　
　
　
　
　
　
賞
状
と
副
賞
（
賞
金
3
万
円
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
30
㎏
）

◆
入
賞
発
表

　
1
2
月
に
入
賞
者
あ
て
に
通
知
。
平
成
1
3
年
1
月
8
日
付
新
潟
日
報
に
掲
載
。

◆
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
J
A
新
潟
中
央
会
　
水
田
農
業
課
「
ご
は
ん
・
米
消
費
拡
大
啓
発
ス
ロ
ー
ガ

　
ン
」
係
　
〒
9
5
1
1
8
1
1
6
　
新
潟
市
東
中
通
1
1
8
6
　
J
A
バ
ン

『
ク
新
潟
県
信
連
第
2
ビ
ル

　
盈
0
2
5
1
2
3
0
1
2
0
2
1
照
0
2
5
1
2
2
7
1
1
1
7
1

●
●
●
●
；
●
●
●
○
●
●
●
2
●
●
○
◎
：
●
：
●
●
●
●
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●
o
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●
：
●
●
●
●
●
●
●
：
●
：
●
●
●
●
●
●
●
馨
●
＝
◎
●
●
O
●
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；
●
●
○
●
2
●
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○
●
●
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●
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●
○
●
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”
　
　
　
　
役
月
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
　
　
　
や
簸
」
　
　
　
　
　
　
　

湖
　
　
蟄
　
　
』
師

●■●●●●●●●●●●●●●●o◎●o●●●●●●●●●●●go●OQ●魯●●●●●●●●●◎●o●●●●●●●●●●●”●●o嘲

ま

1　毎年11／11～11／17は
ま

1　　税を知る週間です
き

窒　国税庁では、広く国民皆さんに税の意義や役
　

三割を正しく理解して恥ただけるよう、毎年簸月
　

董難日から鐸日までの期闇を「税を知る遍闇」と
　

窒定めて騨ます。
　

茎　この期間に合わせ、関東信越国税局管内の中
さ

2学生を対象に．税に関する標語を募集し襲しだ。
　

ε十日町税務署管内では、9校がら1，7鍵燕《中墨
　

董中学校から46点〉の応募があ斡ました。
　

窒◆入選作晶紹介《敬称略）
　

三☆新潟県租税教育推進協議会長賞
ま

1　・中里中学校3年　根津　一

1　騰磁の税鯛鞭鮭会の瀞伝鋼
ほ

‘☆十目町税務署長賞　優秀賞
ま

窒　・索里中学校建隼　商野恵梨佳
　

茎　　縫れからも　住みよい暮藪し　税金薫翻
ロ

◎☆十日町税務署長賞　佳作
の

窒・中璽中学校譲隼服部裕樹
　

茎　　按心を　は鑑んでく職る　あな挺の税』
：
●●●●●●●●●●●o●■●○●●●●●●●o◎●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●o●o●●●●●●●●●●●●○●●●司
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勝
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里
　
　
　
　
　
　

造
治
ツ
徳
シ
イ
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朋
美
寿
由
　
敦
　
千
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
川
　
　
　
　
　

繁
末
力
富
ヨ
ノ
キ

田
野
口
藤
　
橋
田
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
林
本
雲
楽
木
口
本

山
高
樋
数
井
高
山
佐

｛
｛
｛
｛
　
　
　
小
山
南
吉
鈴
江
山
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

所
得
税
の
青
色
申
告

　
　
　
　
　
　
諜
算
説
明
会

◆
日
時

　
1
2
月
6
日
凶

　
午
前
10
時
～
1
1
時
30
分

◆
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
税
務
署
（
盈
5
2
－
3
1

　
8
1
）
ま
た
は
、
役
場
税
務
課

メ
ッ
融
讐
鎌
・
糖
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催

　
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
魚
沼
地

区
に
暮
ら
す
、
知
的
障
害
者
の
方
に

将
来
の
夢
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
援
助

・
支
援
は
何
か
、
本
人
と
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
当
日
は
作
品
な
ど
の
展
示

即
売
会
も
行
い
ま
す
。

◆
目
時

　
1
1
月
2
8
日
ω
り

　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

◆
場
所

　
六
日
町
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
参
加
費
　
無
料

◆
問
合
せ
先

　
六
日
町
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

　
盈
0
2
5
7
－
7
0
1
2
4
0
0

法
義
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
納
構
を
忘

れ
ず
に
幽

　
訓
月
は
、
3
・
6
・
9
・
1
2
月
決

算
法
人
の
中
間
ま
た
は
、
確
定
分
に

か
か
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
の
月
で
す
。
期
限
内
に

申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
税
務
署

　
E
5
2
1
3
1
8
1

第
6
回
数
雌
さ
と

　
　
　
　
　
欝
羅
簾
融
弐
学

　
思
春
期
と
い
う
危
機
…
子
ど
も
の

成
長
（
心
）
と
は
？
い
じ
め
る
子
・

い
じ
め
ら
れ
る
子
・
き
れ
る
子
、
病

む
社
会
の
背
景
と
そ
の
中
で
の
子
育

て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
一
緒
に
考
え
て

見
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　
1
1
月
1
6
日
困
　
午
後
7
時
3
0
分
～

◆
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
　
子
供
の
心
と
そ
の
対
応

◆
講
師

　
県
派
遣
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
片
山
さ
ゆ
様

※
講
義
終
了
後
、
今
年
度
の
ト
キ
メ

キ
大
学
の
閉
講
式
も
行
わ
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
中
里
村
教
育
委
員
会

　
盈
6
3
－
4
4
7
8
・
4
4
6
0

今月の納税と振替日

■固定資産税

田国　保　税

■介護保険料

■保　育　料

■国民年金
■上下水道

（制周30臼〉

（馴月30日）

（翻1月30日）

“1月30臼〉

（鋼月27日》

（劃月27日1

38件●交通事故件数

●死

●傷’

者

者

2人

●死亡事故ゼロ

48人
4日

村では臨時職員の雇用をする場合、登録の申込みをした方の中から選

考して任用することにしています。平成13年度において、任用登録を希

望される方は、次の要領で申込みしてください。

◆任用登録

申込みをした者は、村の任用登録簿に登録し、任用を必要とするとき

に選考のうえ、臨時職員として採用します。

◆申込み資格

・高校卒業程度の学力を有し、村内に居住する人

・平成13年4月1日現在で、年齢満50歳未満の人

◆申込み方法

役場総務課にある臨時職員任用希望申込書に必要事項を記入し、提出

してください。

◆受付期間

平成13年1月19日樹まで　※期日を過ぎたものは登録できません。

◆職種・勤務時間等

・臨時蒙務驚莚一般蒙務補助）　．

6時間勤務。雇用期間は、平成13年4月1日～平成14年3月31日

・臨購技術磯簿戦保憲嶺．欝護婦．調理員な逡勤

勤務時間及び雇用期間は、雇用時までに決定します。

◆問合せ先　役場総務課

13 広報なかさと　　平成／2年1／月10日
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／11月15日～12月5日＼

カレン．ダー

115（水）

2歳児健診（歯科）合保健センター
013二〇〇～13二30受付

男のクッキングタイム　合保健センター
（1）19二30～21二30

補聴器相談（リオン）　合役場
（∋13：45～14：00

i116休） 第6回なかさとトキメキ大学　合総合セン
ター　　　（1）19二30～

17囲

特設人権相談　合デイサービスセンター
（∋10二〇〇～15：00

成分献血　合総合センター
09：30～10二30・13：00～15：00受付
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービii
スセンター　013：30～16：00

18（±）

19（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11：40

中里卓球大会　合田沢小学校体育館
08：30（《

譲
1
袴

20（月）

21㈹
骨こつ体操　合総合センター
（1）9：30～11二〇〇・19：30～21：00

ポリオ生ワクチン　合保健センター
（D14二〇〇～14二30受付

22㈱ 男のクッキングタイム　合保健センター
（D19：30～21：30

23休》 祝日　勤労感謝の日

24囲
心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
セ！ンター　（∋13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（！）13：30～16二〇〇

き

25（±） ミュージック・プラネ　合ユーモール
（D17：30～

26（日）

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11：40

中里ユニホッケー大会　合村民体育館
（D8二30～

27（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（D15二30～16二〇〇　　．

28（火》 骨こつ体操　合総合センター
（D9：30～11：00・19二30～21：00

29㈱
30休）

1囲
3歳児健診　合保健センター
013二〇〇～13二30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ！ンター　（⊃13二30～16二〇〇

2（土）

3（日〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11二40

馨

4（月）

5㈹ 骨こつ体操　合総合センター
（！）9二30～11二〇〇・19：30～21：00

畿憲

10月末現在（）は前月比

男　3，271人（一1）

女3，258人（一7）

計6，529人（一8）
　　1，714　（一1）

●人ロ

●世帯数

◆日時及び内容

・11月24日（金）13：30～17：30

　　ネットワークビジネスセミナー、ヌース出展

・11月25日仕）10：00～17：00

　　ヌース出展、Myカレンダー・オリジナル名刺づくりなど

・11月26日仕）10：00～16：30

　　マルチメデイアセミナー、フ・一ス出展など

◆会　場　十日町情報館

◆テーマ　「ネットワークビジネスの可能性を探る

　　　　　　　　　　　　そしてマルチメディアを楽しむ」

◆問合せ先

　マルチメデイアフエステイバル事務局（十日町情報館内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　盈50－5100

◆制度内容

　ひとり親家庭等の方の医療費の本人負担分を助成する制度で

す。通院は月初回から4回目まで530円負担、入院は1日1，200

円の自己負担になります。

◆対　象

　母子、父子家庭の父母と児童及び父母のない児童を養育して

いる方とその児童

◆助成期間

　対象児童が18歳になった日以後の最初の3月31日まで。ただ

し、児童に一定の障害があれば20歳未満まで。所得制限あり。

◆問合せ先　役場民生課福祉係

11／12 小林内科医院樺箭需

＝　11／19 池田医院弾論1需

マ
層
　

11／23
第二藤巻医院署，18函2躇

津南病院纏5扇3謝
葭　11／26 十山口医院弾箭需

変
身
願
望
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
た

ま
に
は
い
つ
も
と
違
う
派
手
な
格
好

を
し
て
み
た
い
、
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル

を
思
い
切
っ
て
変
え
て
み
た
い
、
ま

た
、
男
性
の
皆
さ
ん
は
一
度
で
い
い

か
ら
女
装
を
し
て
み
た
い
と
か
。

先
日
、
高
道
山
小
学
校
の
文
化
祭

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
P

T
A
の
皆
さ
ん
の
発
表
会
を
見
て
ビ

ッ
ク
リ
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
ル
ー
ズ
ソ

ッ
ク
ス
に
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
、
バ
ッ
チ

リ
化
粧
し
、
す
っ
か
り
若
返
っ
た
？

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
姿
が
。
い
つ

も
と
違
う
姿
に
会
場
の
子
ど
も
た
ち

も
し
ば
し
呆
然
。
皆
さ
ん
変
身
願
望

を
満
た
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。


